
 

北海道社会保険病院 

 

所属メンバー 

・澤田 博行 （周産期センター長、昭和 51 年卒） 
・中山 承代 （小児科部長、昭和 56 年卒） 
・岡嶋  覚 （新生児科部長、平成 2 年卒） 
・古山 秀人 （小児科医長、平成 4 年卒） 
・椿  淳子 （常勤嘱託医、平成 4 年卒） 
・中島  翠 （平成 16 年卒） 

 

 

 

卒後臨床研修医 

1 名 

 

 

 

専門外来 

・発達・フォローアップ外来（澤田・岡嶋、×2/週） 

・内分泌外来（椿、×1/週） 

・アレルギー外来（中山、×1/週） 

・心臓外来（古山・衣川佳数、×2/週） 

・神経外来（岡嶋真紀、×1/週） 

・腎臓外来（楠 幸博、×1/2 月） 

 



 

北海道社会保険病院 
 

病院全体の医師数           70 人（初期研修医 10 人含む） 

小児科医師数  6 人 (うち非常勤  人) 

 

病院全体の病床数            350 床（36 床は休床、実働 314 床） 

小児科病床数(NICU、ベビーを除く)     24 床（平成 21 年 7 月からは  26 床） 

NICU病床数               6 床（   〃        6 床） 

新生児病床数(NICUを除く)         0 床（   〃                3 床） 

 

NICU としての認定      あり 

 

平均小児科外来数  81.1 人/日 

平均時間外外来数  2.8 人/日 (小児科医が診察したものです) 

 

年間入院患者数  1,549 人/年 （新生児含む） 

年間のべ入院患者数  11,472 人/年 (入院患者数×入院日数) 

年間時間外入院患者数         731 人/年（新生児含む） 

 

年間分娩数  467 人/年 

年間低出生体重児(2,500g未満)数  124 人/年 

極低出生体重児(1,500g未満)数 24 人/年 

年間呼吸管理患者数 35 人/年 

 



 

 

論文・著書など 

 

1. Furuyama H: Congenital atresia of LMCA followed up for ages as a sequela of Kawasaki 

disease. Pediatrics International (in press) 

  

 

学会発表 

全国学会 

 

1. 中島 翠: γ－グロブリン解熱後も著明な胆嚢腫大及び心機能低下が持続した川崎病

の 1例. 第 28 回日本川崎病研究会、札幌市、2008/10/17-18 

 

 

地方学会 

 

なし 

 

 

その他社会貢献など 

 

・母子衛生研究会 育児講座（澤田） 

・札幌市学びの支援委員（澤田）  

 


